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副会長(及崎北,Iiji等学佼）藤島 肛治Ｉ

であったのか、邸境保,i1liに$''１感な時代であ

のか、そのL1L偽は私にはわからない。ただ

っただけな

、大人とし

て、本来閲やかなはずのIit1綱を、大人の＃'1合に振り回

されることなく、子どもたちがｒｌｌｈに歌えるように、

人IHlも「|然も12穂でＩｌｌｌぴＩＩＩｌぴとした１１t界をつくI)たい

ものだ。

また、ｲﾄﾞｲ<の瓜物誌でもある「夜''''１)」も、大人だ
けのものになってしまいｒどもの１１t界からiiliえてし

まったようだ私が子どものころは、柏i監木を打ちな

がら、火の川心、マッチ・水火『１１:のもとなどと、夜の

llUを歩きながら、大人のｊｌｆに合わせたものだが、今

は、子どものﾉCA(な声の綱ＩきがiiIiえてしまった。
夜１，１１りの1,1Aい｝''１は、ただ'''''１１を歩いた思い,Ｉｌｌではな

い。普段会うことの少ない近所のおじさんやおばさん
と知Ｉ)合い、会話をする騰好の機会であったことだ。

一緒に夜１１１１１)をしたおじさんたちは、ＩｔＩ１Ｉ１に顔をあわ

せると、’''1かと)';をかけてくれたり、また、悠さをし
て怒られたI）もしたものだったが、兇jillっているから

こその愛Ｉｉ１ｉがそこにはあった。夜lijll)は、地域で子育

てをするl2j典を作っていたのではないかと思う。叱ら
れたというjJMlllだけで、家に火を付けた()、親を殺し

たりすることが頻繁に報道され、家庭だけで卜育てを

行うことにMwVが兇え始めた今、子どもと・紺の夜Ｉｎｌ
Ｉ)がiiIiえていくのは非常に１１ｆしい気がする。

さて、『Ｍｆ艮会に目をIliiiじると、これからの駿fi三で

｢呪,ｌｉ務艮の人､'2｣が定fi皇辿1MWという形でよってゆく。
それに１１§い、新任jlj:務災の恕激な｣帥１１が兄込まれる

ため、，Ｍｎと食としても、今(|渡から新化|「勝長支援

li1{修部を没|i'1}し、組織をあげて新任』|ｆ務災を奨援して
いるところではある唇しかし、出納員は虹』から職風

とされ、法iltl二はＩＦ務職Ｌｌ以外の職員も,１１紬し↓になれ
ることとな()、出納員ではない11Ｆ務長が艇'kする可能

性もある。また、‘l＃務隆ではなく雫艮、Ii1Il災という総

↑)↑に特化しただけの．↓Iとして、学校のlil扮1MＭjは,li
lﾘﾌﾞ長だけということになるかもしれない１MＦ代を迎えている。

このような変`脚91のl'#代にあって、今、‘|「防災会に

,必要なのは、’1Ｆ勝長会としての課題のiﾘ11111｛化や共有化

をlxlるとともに、’'11':にも危機意識を狩ってこの難随
に対処することではないかというのが、iiIiえり)<私の
1111足たる),Alいである。

生ﾙﾐ、liLl臆ﾉjが悪く、人様の名前はもちろん、１１１２１１

の出来,|(もよく覚えていなWiiﾑである。変にI了わせる
と、私の舵憶容}１tは1ビットだそうだが

そんな私であるが、１１ｔ近、ii1iえゆくもの、ｉｉｌｉえたも

のに轍しさを'１Zえている。１`1分１ｔ[身がまさにil1iえよう

としているからだろうか。

今年４１１の興行を堆後に、坐替えのために５９年I{M
の歴史に朧を下ろした「紘蝶伎座」もそのひとつだ

MX鰊伎ﾊﾞｾﾞでMi(郷伎を観たのは学zli時代に‐度きりであ

るし、ＭＭＭｉ伎''1体も、１Ｍi(旧校での巡'''１公iiiとあわせ
て、過去Juiしか観たことがない。しかし、今l1l1flL緯

えられることとなったIJq代１１の歌舞伎座は、Ｉ１ｌｌ和２５

ｆＦ１２)1に攻修工１Fが竣I:しており、昭ｲⅡ２６年生ま
れの私とほぼ１，i]じ歳である。｜,i]じ年１１を歩んできた歌

'1『伎ﾊﾞﾐが、避朽化をH1l111に、近代的な,､i岬iビルへと生

まれ変わることを余Ijiiなくされたことに、僻越なが
ら、定年|ＡＩ近の|引分の残が!Rなってしまう。

また、ｉｉ[iえたもののつに大学時代に)MII)合った

「友人の死」がある。たった一度歌舜伎1'１(で歌舞伎を
一緒に観た友人である。lli5flﾐ、５８歳のｉ１ｆさで亡く
なった。粉渦,''１身の彼とは、大学の入'γ:JR;のⅡに知I）

合い、卒莱してからもlI1炎をあたためてきた。学'１ﾐ11#

代のﾉＬｌ１Ｉ－Ⅲ'１旅行、llI11I小I/il旅行、｜〔;州旅行、卒業Iii
の１か)IIlI1のヨーロッハ旅行など、全l';l各地を廻った

り、よくil1liを酌み交わしながら談論をしたI）したもの
である｡その彼が亡くなった｡亡くなったとllllいた時は､水】11に

心の''１にポッカリと穴が空いたような感じであった。

ところで、侍さんもよく知っているIif1編に「たき
び」というのがある。か芝ねのかきねのまがりか
ど・・・で始まる、あの{欣である。魁たちの'1t代はも

ちろん、私の娘たちもＩ１ｉｌれi<ｊＬんだ歌であるが、IlF11#
'１１は、この１MkをMkい皆がたき火をすると、それが狼Ｉｌ１Ｉ１
となって敵機からjllわれるということで、１Mkうことが
禁止されたそうだ。また近ｲ|之は、地球ilMl暖化防''二と火
11F予防のiUlⅢiから、やは()、この歌をｌｌＩ１いた}どもた
ちがたき火や火遊びをすることがないよう、この歌を

Wくわせないようにしているという。戦１１$''１と現代、そ
れぞれのＩＬＷｔにそれぞれのＪ１!['1で否定され、ii1iえよう
としている。ＪＦ常時下のlliltl1lI:'１１はともかく、現代も、
逓謡ひとつに倣悠にならざるを得ないl1JHtだというこ
となのだろうか。私や1111の卜どものころがｲﾄﾞ気で平和

かくすればかくなるものとjM1()ながら
やむにやまれぬﾉ〔和魂
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８１１９１１が賑やかすぎる。、ﾄﾞｲ11述助は１９５５年の
原水協をはじめとして、l984flzの「｢1ｲＪ１三核宣言
nifiIｲfl)､Ｉ瀧会」の設立以降、lIil迎を郷台にしたｒ１ｚ和
Ｉｌｉ腿会,淡」球次々に超こ')忙しい。一〃、長崎市民は
,Ｉ１ｆしむM〔燦ffの1,tに圧倒され、，iI【もが,ﾄﾞﾙﾋﾞを無くし立
ちﾉｷﾞくしていた。ただ原爆の彼',ＩＦを110L|隣受けた、城[１１
小,γ:枝、’111M小学校等長'1Iiliil7lﾉﾘの放校がささやかに慰
〈Ⅱi祭をｿを施していた。,核廃絶に取り組んできた人たち
の６５；ＩＬの地近なＴＩ了民迎動がｌｌＷＷ)指導勝たちの利害
ＩｉＩ御:に形糾1をIjえ、今日の盛1）上がりに及んでいるこ
とに水を鑑すものではない。それでも、、1ｴｲⅡ宣言、総
Ｆ１りくll1の澗蛎遺族代表の畝(ﾋﾞを含め行政主導の式典
はいらない。それは８１１６１１に任せてよい。ナガサキ
のその１１は、かつてゴルゴダの庇を人１tみがjlHめたよ

うに、ｌ１Ｗ１Ｌの人々が11111F２分を１１桁して集まり、炎
ノミ「で蝋を振れるだけでよい。そして、その頭上から
降り１１:ぐ５千度の爆瓜に吹き７|《ぱされ、焼き尽くさ
;仏）Ｉ)｛になって消滅することを似ＩｌｉＲできればよい。ナ
ガサキはヒロシマとli7lじものを欲しがる必喫はない。
それぞれがそれぞれの場所でその'１を思い起こし決怠
すればよい。その1]は、後巡症と|,Mい、いわれない差
別を'|そき抜いてきた人々にこの１１tの地獄が始まった恨
みの11であり、原爆で死んだ家族を勝つ人たちの悲し
みと鋲魂の１１である。）避I厨らかに'1.K【江たり、何かを
腰求するⅡではなく、沈黙の１１である。
今では災IlliIi11f民に限らず長l1MiU1L腿が「核兵器廃絶と

ｌＩＷ１Ｌ､'２１１［教の熱烈な偏欝であＩ)、「８１１９１１ナガサ
キｊのエキストラである。そのllｻﾞ刻、ⅡｻﾞlHlが[こまる。
交迦機１１Mはllzまり、休苛競技は'''１M:し、街を行く人は
,Iﾉ:ち１１:まり、全ての人々が黙ibl)する。Ｉ｢ljmIi化した被燥
什は残り少ない命を賭けて、イ《条j1Mなﾀﾋﾞ行の記憶に駆
I）ウ:てられるように原爆の惨状の,i/iり部となり、県下

へ赴く。１１本''１が不戦を舞い、それ以外の意見はタ
ブーである。
ｌｌＷｉＬに１１;１１される－１]だけのナガサキではなく、３

６４１１１１１１がナガサキでなければならない。しかし、８
１１９１１の一'1だけは被爆背とその家族に返して欲し
いクマゼミの11`)き声だけが激しく降り派ぐありふれ
た災IIlilfのまま・・・

圏凋⑨圖
謙liL商業,『i聯'ｻﾞ:枝拝）鵬俊ｉＩＩ

災ll1iIiで′|そまれ６０ｲﾄﾞを過ごしたひと|)として、長崎
の瓜'２とＡｉＹｉを愛おしく想う。イIilIihを１回ねるflj1に災llIf
ll$Ⅱ(|と怠織との乖離が縮ま！)、今では災崎に流れる１１#
'１１１が-j-こぶる快適である。お1ｊ１Ｉ１でW<われた〃才I'｢1．
「良I1lli刀溌」に胸が詰まり、「ヒミツノケンミン
SllOW」焚崎編では解説者になる。ブランド長崎名鑑
１０１},Ｍ１や産地ブランド５，;,'１１１，，１危成「長崎俵物」さ
らに散々のお上産物を県外の反人iⅡ人に1Wiり、８人１１
のブランドkMiを自認している。腿崎に生まれ育った
片の1ｉｉ命だろうか、８)'９１１は災lllMiを'ｋきたf'二月に比
例して深くＤＮＡに刻まれてしまった。それぞれがそ
れぞれの心に秘めた想いと,iLI悩からii1iし」〈()たい体験
を、その'1が近づくと〃jlI)のllri('1M;が１１１１び'弛ます。マス
コミは今や残り少なくなってしまった沈黙する被爆断
をひとりづつiII1しあて､体験背の溌勝としての｢語り｣を迫る。
「供の頃、浦上111は遊び場だった。ｌｊｉｉ燥瓦と呼ばれ

る｣〔礫や、''二か馬かの大きな`１１．があった()する１１１を、
フナ釣I)をした')、メダカを拘ったI）していた。ｚｋき
残ったⅡＩｆ－の親戚が浦_上天i鑓近くの`１Ｋ)色lHJで町工場
を憐んでいた。同じ厳の従しIL弟を含めてｿ;の兄弟が４
人いたのでよく遊びに行った。遡り道には子供の興味
をd|<ものがふたつあった。、IjW1I1ﾘ｢念像は何処まで
'1っていけるかが関心ulFであ()、ノ,：１１j;に跨ることが[Ｊ
１ﾘﾄﾞだった。illi｣ニノミヨに堂のmiれｲｶﾞちた牧会の瓦礫の塊
は、」乙供にとって楽しい|Ｉ風れ家だった。たとえ廃jMiiの
｣[礫の''１に、かって教会のIIifから|バ行に微笑でいた班
什臘の焼け焦げて炊き飛んだｈ､がlhiがっていたとして
も。１ﾐｲⅡ祈念像も浦上天i：雄もﾈIIjllなものではなく、
｣jaMiの街の一部だった。学校に「Ｗ'1数行」はなく、
IliR7iの謡I)部は雌親だった。なぜillil二川に↑}があるの
か、なぜ'12和祈念像が出』〔たのか、なぜ浦上天主堂は
廃嘘なのか、疑問は雌親が蕃えた。瞳lMjに膠'２まれ育っ
た付はそれぞれが、多かれ少なかれ111(燦と教会が長llMi
のhMliとして作71Zし､Tif来(「．｢〕(Ｍ（jの'１上界を持っている「

に赴任して」

鍵
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配

`i2久!『1校溢灘戦

巫魍『一

‘ど雌での４イド間の勤務を終え、この４１１`j筈久高校へ
趣征しました。
離燭でのjii身生派も５ｲﾄﾞ１１を迎えましたが、同じ離

川〉といっても、生活してみるとその風上、気ITの違い
というものを肌で感じておl)ます゜

'１:久,1.Ｊ校は、昭和２４fﾄﾞの1jWl｢Ｊ枝の分校から始
まって、１１({ｲ１１４１年にjlMﾉ:しH1ｲI:にJiiっており、卒業
什收も分校１１$代から合わせて４．２９０約を数えてい
ますが、その|Ｈ１人１１は減少の一途をたどっており、呪

(11の'k徒激は６４名、今後ともﾙﾋﾞ少がlら魁されておI）
JI2iiiに厳しい状況です。
さて、佼舎を兄渡しますと学佼の綱:JIllI)IiIMiには、大

きなワシントン椰子の木が１１本、佼|ﾉﾘにはフェニッ
クスが５本ほど育ってお()、几るからに南[F1風な霧１１M
父(が箙し川されています。また、体ff館へ迦じる木造
の波()llililfも非常にlLIくわい深いものです。
’１:久地|えの特色ある教f｢としては、小｢|'岡一f(教育

があります。

戸。 ･･Ｗ遇j墓＝印可

これは、、|乞成11《１２度にﾘ,L教f｢委し』会から１１１１葡一1m〔
紋ＴＷ)(Dlf先|H虚を受け、平成１３ｲli度よりlli式スター
トし、この11＄から岡校人,;(においてかｿ:ﾉ｣検侭が謀され
なくなりました。

小'''11.Ｊ-1,〔教育は1且成l7fl211』iにUIL数ff委し』会の研
究指定を受け、平成２０f'三度から「宇久地|え小中岡－
１１〔数fi特|え」として本Iff的にスタートしています。
「峡を汀て、夢を実現させる教行」を｢1指し、小学

佼２校・'１１学校１校・商佼1校が脇ﾉjして合|可行､|F、
娠1)入れ授堆等に取り組み、１２ｲﾄﾞ１１１１の－r(した流れ
の'１１で、教育水準の向上をIxlっています。
さて、１１「務眞になって５ヶ１１１１を迎えるわけですが、

ｲﾄﾞ懐の新ＩＰ１Ｆ務堕研修会の'|'で、「険１１をたたかれる



のも管理職の'1鞭と削り切り、管11}1職として言うべき
ことは言うように」という助言をいただきました

特に数少ない７１下務室の'１１では難しいことですが、「iゴ
うべきことは言う。しかし言った後のフォローを人'1ｉ
にする」ということを心がけながら1下務寵内また学校
内での人I1111jM係を大切にしていきたいと考えています。
私がこの学校に赴任して雌も驚いたことは、５１１，
６月と２ケ月続いて諸納金が全j｣通帳から引き落とさ
れたことです。１００％というのは今までいた学校の
｢'１では考えられないことでした。以ljiの状況を１%|いて
みても、今までに督促に悩まされた]ｌｉ例は数少ないと

いうことで、これは宇久!(J)の人々がそれほど裕福とい
うわけではないにしても、学校のお金だけは納めなければと
いう「怠識」の表れを感じ、本当にありがたく思いました。
さて、この鰯での生派で、雄も不IIliを感じるのは船

便の少なさです。性11t係までの,断速船とフェリーが１

１１共に２便で、１３：１０発のフェリーが住１１１係への
妓終便であり、それ以外に１４：２０Ｍi多行きのフェ
リーが１［１１便ありますが、この船が1ﾋﾞﾙを川る職終便
となります。そのため、それ以降の緊急な場合には、
IliH人の船をチャーターするしかないということです。
また宇久は時化以外にも浪霧による欠航が多いた

め、，'１(張等に出られないケースも多く、公的にも私的
にも影響が入きいみたいで、特に冬場が心配です。
ところで、宇久は釣りが好きな人にとっては、それ

こそいい釣り場がたくさんあって、１１１１１１釣りを楽し
めるようですが、その趣味がない私にとっては、特に
体Ⅱの過ごし方に頭を悩ませています。
身|ｲﾐを動かす』|『がl11f-の趣11ｲﾐなので、雌近の猛衿の

'IiWjiら足１１腱のﾙｶﾞみとljMいながら、黙々とグランドを
走っています。

］｢獅艮になって、この５ヶ)－１の間にいろいろな失敗
もしました。人'’３千人足らずの小さな鵬ですので、
私たちのように局外から来た者は非常に[,立ちます。
こちらが知らなくても｛{'子は｢,分のことを知ってい
る．ということで、買い物一つにしても非常に父(を巡
います。外出する際にも人にあったら「挨拶」を欠か
さないよう心がけています。

岐後に、宇久には観光名所もたくさんあります。
大浜・スゲ浜海水浴場など、海が特に統腿なのはい
うまでもありませんが、その他にも対馬瀬灯台、アコ
ウ樹など兄るべきものがたくさんあります。
特に私が気に入っているのは、宇久で－番商い城ヶ

岳からの眺めです｡天気がいいi,にはiIiMi凶まで見えるそうです。

;些宕さ己、E零石E雪＝
￣郵写で

－－二＝－－

」－－－ﾆュー－－【.一二＄亦一Ｎ

(大浜海水浴場】(スゲ浜海水浴場】

￣ ，■

1再読、
□￣＝

一~_△千一一発一

ご宍･jT］白星自鐸号戸
ゴ

8片壱写冗宕勇Ｖ
－甘『時

､麗羨壕一一

(城ヶ舟からの眺望）正而は小値fYJ;』

体}]に時間がある時は、各種ウォーキング大会に参
111Ｉすることにしています。企業が脇fjiする大会では１１１１
選会などのお楽しみもあり、今までにウォーキング・
シューズが21111当たりました。ＪＲウオーキングは参
加料が不要で、スタート時刻も811ｆ３０分から１１時
の|ﾊlで｢1分で決めることができるので、女(怪に参加す
ることができます。

また、［ル12に来てから知ったのですが、松illi鉄道が
主催する「ＭＲウォーキング」というのが毎):1妓終上
'１，１１に行われています。崗齢で元j((な人が多く、私な
どはまだ「if子」の〃です。
今までで岐焚hWI雛を歩いたのは、昨年５１]の述休に

参加した「１０５ウォークラリー」です。
これは、アルカスＳＡＳＥＢＯから脇原城までの１０

５ｋｍを２４時間以内に歩くというもので、初挑戦で
完歩する人の馴合は少ないそうですが、１１１とか２０時
１１M1【で歩き通すことができました。途中から雨が降り
だすという岐悪のコンディションの中、１割見の辺りで
膝がガクンとなりました。どうやら歩きながら眠って
しまったようで、サッカーポールの形をした街灯が永
遠に続くような気がしました。
ウオーキングは了''1粥にｌ１ｌ来て､|>ＩＵｊや技術もいらないので、

これからも無理をせず､Ｆ{分なりに楽しもうと思っています。

私⑩趣味
｣上松腿業i田校末永（ｉＨ雄

人に誇れるような特技やi趣味はありませんが、ここ

数年は「ウォーキング」にはまっています。
休虚垪加の傾向を解消しようと始めて、約１３ｋｇ

の減賦に成功しました。もともと食べ物の好き嫌いが
ほとんどなく、なんでもおいしく食べられるので、何
もしなければどんどん太ってしまい､生派習憤》)iになる
のは１１にみえています。
歩く'1ｷ|Ⅱ1帯は、鮫近年のせいか1j覚めるのが早く、

早＃]が主です。５時頃から歩き始めて、途中、６時か
ら営業している「だるま食堂」で'１ﾘ1食を摂り、長腿に
戻るというワン・パターンの生活です。’|ﾘ|食1iil時
|冊１，朝食後３０分|H1で、ｉＥ味の歩行Ⅱｻﾞ|AIは約111判ｈ１
，１２、距離は９ｋｍ位です。ｌⅡ平は自然に恵まれ、歩く
場所には！｢欠きませんが、少し心配しているのは「い
のしし」が出没するということです。しかし、幸いに
してまだ出会ったことはありません。
llL1lﾘ1に歩いていて、今まで２１[j]、Dn11駅の近くと茨

城県のつくばでパトカーに呼び止められ、職務'〔問を
受けました。特につくばでは、旱１１ﾘ'とはいえ、まだ『'Ｍｉ
天の星が輝く中、ライトを片手に歩いていたところ、
「どこまで行きますか？」と謀れられ、「どこまで行
くか決めていません。」と応えたため、ますます怪し
まれてしまったようです。教j』研修センターで研修を
受けている旨説明し、何とか納得してもらったのです
が、「教員研修センターからここまで歩いてきたんで
すか？｜と半ばあきれられてしまいました。
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lI1時、壱'|皮は火アジア交流の拠点として、岐新かつ
雌先端の様々な物や技術、文化、そして人々が行き交
うにぎやかな場所だったにちがいありません。その
後、様々な歴史を経て今Ⅱに篭っているのですが、少
なくとも私たちが生まれる２丁年もliiから多くの人々
がここで生活し、その桜み亜ねの上に今の私たちがあ
り、そして未来へと枝み重なっていく。そのことを実
感できた気がしました。そんな思いを、子どもたちに
も「1然な形で伝えられれば、生きるﾉJや郷土を愛する
心にもつながっていくのではないかと思いました。

センターでは、今、特別史跡内の一部を発掘調在し
ています。襟（ほり）と呼ばれるところからは、土器
のかけらなどが出土しています。それをじっと見てい
ると、あの畑で懇棺を兇た時と'71じ感じが伝わってき
ます。「時は流れない、それは枝み重なっていく」と
いう盲蠣を改めて実感しています。

◆◆◆
島原工業尚校の野'''4F務長さんから「ばってん」へ

の執γr依頼がありました。野｢|'さんは、このセン
ター．博物館建設にあたり、当初の計iilii段階から完
成．UM館まで全てにわたって鵬わられ、ご苦労された
〃です。それを受け継いだ者として、喜んでﾉﾄﾞかせて
いただきました。ご期待に添えるものではないと思い
ますが、，１１:きながら、いつのＦ１か、１F務長会県大会が
一文lE1博物館でＭＭＩ;されればと思いました。

､｡､ﾓｵOlEiipoc」

長lIMiU,L埋縦文化財センター)ﾘ『氏

川久ＩｈＬツア洋

皆さんお元気ですか。
入村同校勤務の折、事務長会の皆さんには懇意にし

ていただき、人変お'1t話になりました。この場をお備
りし改めておiLvl】し上げます｡あＩ)がとうございました。
今１１三の１）1から壱岐に来ています。３）1にオープン

した「壱岐71丁立一文国（いきこく）博物館」と()禍没す
る「擾崎県埋蔵文化11イセンター」に勤務しています。
博物館の祷理迩営は、壱岐''7が指定する指定管Ｅｕ背
（ﾉ1ﾉ付I:蕊祉）が行っており、来館者数も||[iiiMlのよう
です。センターとしては、ここで県lﾉlのllM蔵文化11ｲlｲﾋ
磯行政を'11うとともに壱岐iliや指定楠J'１１者と述鵬して
博物館の支援などに取り組んでいます。
その博物館から歩いて１５分くらいのところにDKの

辻（はるのつじ）遺跡があります。この辿跡は、［節枝
にして約１００１，a、福岡ドームが１４１１mも入るほどの
広さで、Ｎｉ物館の４階にある展望塔から見るとそれが
よく突感できます。

この遺跡からは、臆に弥生時代の祭儀場跡や|i皇居
跡、それに膨大な土器類や豊樹な金属器などがfl化し
ており、魂志倭人'八にある－文[TIIの=l二部にふさわしい
Iﾉﾘ容を持つ辿跡として、中央の斥陵部（１８．４ha）
は、囚の特別史跡（文化財で言えば「同宅」）に指定
されています。現/f2、壱岐'１丁が過跡の復元盤llliを行っ
ていますが、１７棟のi厘元建物が可ｉｆち、周辺の了E線も
地'''化されて、約２千年|iiiの弥生時代の原瓜餓を坊ｉｌｌ
させる道跡です。
この辿跡、弥と'二Ⅱ幣代の国指定特別史跡としては、静ｌｉＹｉ
の艤箇過跡、佐ｾﾋﾞの占野ヶ型遺跡とともに||本に3つ
しかないIl1ilIiiある辿跡なのですが、歴史のLIj【''１１家でな
い私には、その価'''1をなかなかｿﾐ感できませんでし
た。ところが、それを払拭する出来'１Fがありました．
それは、遺跡;の南端にある小さな畑を案|ﾉﾘしても
らったときのことでした。その畑の奥に１ｍほどの岡
さの崖があり、旛而にｋ器のかけらが九く（直維６０
ｃｍ礎）並んで、無造作にむきｉ１ｌＬになっているとこ
ろがありました。

｢これは護棺(かめかん)です｡弥生時代のものです｡｣という
説[ﾘ]を受けたと琶､強い衝蝋を受けました｡博物航に鰹,ｋし
てある復元した灘楯を見たときとはまた違ったl1lかが
伝わってきたようで、－ｋ(に２ＴＩＦの１１ｷを遡った盛が
ありました、

ロ卸毛

－文[【;]Ni物館・jI11戯文化111センター

繍團圏閾……｡.…｡｡，
輿１１（L1iIと商気温が２５度以上の１１）、典夏'１（lril
じく３０度以上の１１）どころではない「猛勝１１」（同
じく３５度以上の[:1）が過去l[史商を記録した、長い輿

が終わりました。
そして、いつもと迷う「夏」を体験しました。
１８年ぶりに学校B1場に赴|［し、初めてクーラーの

ある1（務篭で執務した豆、なぜか奥季休暇だけしか体
ま（め）なかった夏、それでも体服が11Wえた夏、年度
初めからの未処理業務に手付かずだった夏、熱Ｉｌ１症対
策に敏感になった夏、母校が互のlT1子１１１|入会U[唖選l
1LI1Wjtで敗れた変、等々。
さて、初めてのＩＦ務長職を}Ｉ々しっかり務めている

■￣崗岸揮面■￣￣＝■⑰Ｑ”■は坤剪撞■■函韓悼む

のかいないの力､、もわからないまま、「ばってん」の

$1,,礫を|｢l当しました。大きなﾉ茜では言えませんが、実
は「ばってん」の存在すら知りませんでした。
でも、突然の依頼を快く引き受け執2iIしてくださっ

た皆さん、そして広報部の緒先兼〃のbｲﾙｶを得て、
やっと発行にこぎ情けました。協ﾉJに心から感謝する
とともに、読蒋の梼さんには、ぜひ執糀者の様々な思
いを感じ取っていただければと願っております。
111起きと遮''111雛迦勤に身体が慨れ、やっと訪れた秋

の父(配、そろそろ職支にふさわしい'1:11Fをしなけれ
ば．．、と思っています。
それにしても、勝い騨い「圏」でした。ＳＮ


